


























































 第 6章では、本研究成果を総括するとともに、今後の研究課題について論じている。 
 
３ 審査の結果 
 本論文は、これまで機器の改造を行わないと困難であったリニアモータ（特に LIMと PMLSM）
の特性試験に関して、実在機器の状態で主要な回路定数を測定する手法を考案することに
より、その電流波形や推力特性を高精度に算定出来ることを示している。本論文を構成す
る技術要素については、厳正な査読を経て権威ある学術雑誌に掲載され一般に公開されて
いる。これら一連の成果は、多様なリニアモータに対して統一的な特性評価手法になり得
るとともに、これまでリニアモータの改造を行わなければ困難であった特性評価を可能に
すると言う点で、学術的価値に加えて産業応用の点でも極めて有益な知見を与えている。
以上から、本論文は博士（工学）の学位を授与するに十分価値あるものと認められる。 
 
４ 最終試験の結果 
本学の学位規定，および電気電子工学専攻の申し合わせに従って論文審査会を開催して，
専門分野に関する筆答および口頭の試問を行うと共に，論文内容について慎重に審査を行
った。また，本論文に関する公開の発表会を開催し，学内外からの多数の出席者を得て多
角的な質疑・討論を行った。その結果，申請者は論文内容および専門科目・外国語に関し
て，博士（工学）としての十分な学力があることを確認した。以上の結果を総合的に考慮
し，慎重に審議した結果，合格と判定した。 
 
